
H.W.L 676.440

D L = 6 7 0 . 0 0 0

計画河床高 671.340

補修一般図 S=1:200

側面図

平面図

町道5号線

箕輪町　十沢橋

番号 縮尺補修一般図 1:200

測量会社

調査会社

令和５年度 社会資本整備総合交付金事業　橋梁補修工事

6
1

設計会社

箕　輪　町　役　場

株式会社ワイド

※H.W.L、計画河床高は平成14年測量資料より

P1

A1

P2

A2

P1A1 P2
A2

至　長岡地区 至　国道153号

至　長岡地区 至　国道153号

E E E EE E

※地盤高は平成14年測量資料より

設計条件

構造形式

橋長

桁長

支間長

全幅員

斜角

活荷重

下部工形式

基礎形式

適用示方書

竣工

ポストテンション方式　PC 3径間連結T桁橋

1 0 7 . 8 0 m

3 5 . 7 0 + 3 5 . 7 0 + 3 5 . 7 0 m

3 4 . 9 0 + 3 4 . 9 0 + 3 4 . 9 0 m

1 2 . 8 0 m

右　8 3°0 0 ’ 0 0 ”

B活荷重

逆T式橋台、張出し式壁式橋脚

直接基礎

道路橋示方書・同解説　平成8年1 2月

平成1 4年6月

天
竜

川

橋長　 L = 1 0 7 8 0 0

1 5 0 桁長 = 3 5 7 0 0 2 0 0 桁長 = 3 5 7 0 0 2 0 0 桁長 = 3 5 7 0 0 1 5 0

4 0 0 支間長 = 3 4 9 0 0 4 0 0
4 0 0

支 間長 = 3 4 9 0 0 4 0 0
4 0 0

支間 長 = 3 4 9 0 0 4 0 0

橋長　 L = 1 0 7 8 0 0

1 5 0 桁長 = 3 5 7 0 0 2 0 0 桁長 = 3 5 7 0 0 2 0 0 桁長 = 3 5 7 0 0 1 5 0

4 0 0 支間長 = 3 4 9 0 0 4 0 0
4 0 0

支 間長 = 3 4 9 0 0 4 0 0
4 0 0

支間 長 = 3 4 9 0 0 4 0 0

8
3
°
0
0
′

伸縮装置補修(取替) 伸縮装置補修(取替)橋面補修

下部工補修下部工補修

排水装置補修排水装置補修

排水装置補修

排水装置補修

橋面補修

伸縮装置補修(取替) 下部工補修

橋面補修

2 . 5 0 % 2 . 5 0 %



上部工標準断面図(中間部)

2 . 0 % 2 . 0 %1 . 0 % 1 . 0 %

S = 1 : 1 0 0

舗装平面図

橋面補修図

P1A1 P2
A2

至　長岡地区 至　国道153号

町道5号線

箕輪町　十沢橋

番号 縮尺橋面補修図 図示

測量会社

調査会社

2

設計会社

箕　輪　町　役　場

株式会社ワイド

S = 1 : 2 0 0

区画線平面図

P1A1 P2
A2

至　長岡地区 至　国道153号

白実線　15cm 加熱式

S = 1 : 2 0 0

白実線　15cm　加熱式

白実線　15cm　加熱型

白破線　15cm　加熱式

令和５年度 社会資本整備総合交付金事業　橋梁補修工事

6

舗装構成図 S = 1 : 1 0

切削オーバーレイ

切削オーバーレイ(t=4cm)

　密粒度アスファルト混合物(13F)

　改質アスファルトⅡ型

基層

2 2 0 0 3 0 0 3 5 0 0 3 5 0 0 3 0 0 2 2 0 0

4 0 0 2 5 0 0 7 0 0 0 2 5 0 0 4 0 0

1 2 8 0 0

2
0
0
0

5
0

1 7 5

5 8 0

3 4 0 1 8 5 0 3 4 0 1 8 5 0 3 4 0 1 8 5 0 3 4 0 1 8 5 0 3 4 0 1 8 5 0 3 4 0

1 7 5

4 0 5

1 7 5

一 般 部 横 桁 部

1
5
0

2
5
0

2
5
0

2
5
0 2
5
0

1
5
0

切削オーバーレイ( t = 4 c m )

調整コンクリート
調整コンクリート

天
竜

川

橋長　L=107800

150 150

350

106800

350

7
0
0
0

切削オーバーレイ(t=4cm)

橋長　L=107800

150 150

350

106800

350

ペイント式区画線

ペイント式区画線

ペイント式区画線

ペイント式区画線

5000 5000

5 0 0 5 0 0

108800

108800

9760011200

伸縮継手工 伸縮継手工

伸縮継手工 伸縮継手工

4
0



S=1:40断　面　図

下流側

車道部 L-60 DG H=125
ハイブリッドジョイント 歩道部 NPS-60

ハイブリッドジョイント歩道部 NPS-60
ハイブリッドジョイント

バックアップ材
シール材

上流側

端部ゴム 二次止水材 二次止水材排水管 端部ゴム二次止水材排水管

バックアップ材
シール材

[誘導板両側装着]

NPS-60

二次止水材

取 付 断 面 図 S=1:5

   D16×LE2

T1   差し筋アンカ－ 

D16×200 ctc200

T1   差し筋アンカ－ 

D16×200 ctc200

L-60 DG H=125

3h= 24N/mm
超速硬コンクリ－ト

2

   D16×LE1

D16×200 ctc200

T1   差し筋アンカ－ 

歩道部車道部

3h= 24N/mm
超速硬コンクリ－ト

2

ctc400

   D16×350E3

D16×200 ctc400

T1   差し筋アンカ－ 

誘導板
 PL-80×19×250

［誘導板両側装着］

［橋台側］ ［桁側］

［桁側］［橋台側］

製 品 平 面 図 S=1:10

 NPS-60

 PL-80×19×250

誘導板

L-60 DG H=125 [誘導板両側装着]

伸縮装置補修図

天
竜
川

S=1:300平　面　図

P1

下流

施工箇所を示す。施工箇所を示す。

車道部　ハイブリッドジョイント  L-60 DG H=125 [誘導板両側装着]

歩道部　ハイブリッドジョイント NPS-60 至　国道153号至　長岡地区

A1 A2P2
上流

228
0

7
120

2
280

7120
2280

2280

鉄筋加工図

車道部

   7 - D16 × 7050E1

 1  アンカ－ボディ

2  アンカ－コ－ン

   差し筋アンカ－D16T1

歩道部

   4 - D16 × 2210E2 E3   34 - D16 × 350

 i %

ハイブリッドジョイント
歩道部 NPS-60

車道部 L-60 DG H=125
ハイブリッドジョイント

二次止水材

シ－ル材

バックアップ材

排水管
端部ゴム

 i %

端部ゴム

地覆部・歩車道境界部止水処理図 S=1:15

[誘導板両側装着]

シ－ル材

バックアップ材

備　　考

m 3

 E1   7 - D16 × 7050 kg

単　位

 差し筋アンカ－

 補強鉄筋

  D16 × 200 T1

 材 料 表

本

m

品　　名 寸　法

 バックアップ材

 シ－ル材 kg

m

  178×125h×L L-60 DG H=125

 超速硬コンクリ－ト  3h= 24N/mm
2

合　計

2.858  

490      

A 2

 ハイブリッドジョイント
7.120  

157      

1.027  

11.301  

77.0    

44      

0.201  

m  132×70h×L NPS-60 2.280  

 E2   4 - D16 × 2210 kg 13.8    

9.120  

55.2    

22.602  

5.420  

車道部
歩道部

14.240  

154.0    

 E3   D16 × 350 本 17      34      W= 18.6 kg 

  変成シリコ－ン系   比重＝1.39

A 1

  誘導板両側装着

下流側 上流側
車道部

歩道部

下流側 上流側

44      

 二次止水材 m 23.360  

13.8    13.8    13.8    

157      44      

17      

44      

0.201  1.027  0.201  0.201  

2.710  

11.301  

2.710  

2.280  2.280  2.280  

2.280  2.280  2.280  2.280  7.120  

7.120  

77.0    

7.120  

町道5号線

箕輪町　十沢橋

番号 縮尺伸縮装置補修図 図示

測量会社

調査会社

設計会社

箕　輪　町　役　場

株式会社ワイド

 誘導板詳細図 

PL-80×19×250

3

令和５年度 社会資本整備総合交付金事業　橋梁補修工事
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12896

403 2217 302 7053 302 2217 403

3526 3526

1
0
0 2
5
0

1
0
02
5
0

3
0
0

3
0
0

施工延長　7120

33.5 33.5

施工延長　2280

31.5 31.5

施工延長　2280

31.531.5

1000

150

D
1
6

70

1
2
5

1000

1
5
5

1
5
5

150
二次止水材

D
1
9

9

178

459

230 230

350

500 350

500

1
0
0

1
0
0

120 6

132

250250 6

D19D19

165601656016560165601656016560165

1800
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3
0
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4
5
9

16530
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3
0

30

3
4
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1
2
0

6

5020025025020050

6

1
3
2

2
5
0

D16

1000

2
5
0

83°

橋　長　107800

150 桁　長　35700 200 桁　長　　35700 200 　桁　長　35700 150

4
00
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00
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00
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3
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0
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3022217
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歩道部 2217 302
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施工延長 2280

31.5 31.5

施工延長 7120
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4
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210 2020
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0
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平面図(桁下)

P1A1 P2
A2

至　長岡地区 至　国道153号

S = 1 : 2 0 0

令和５年度 社会資本整備総合交付金事業　橋梁補修工事

6

流末処理詳細図 S = 1 : 3 0

補修箇所 h

1000

1090

 940

1050

排水装置補修1

排水装置補修2

排水装置補修3

排水装置補修4

フレキシブルパイプ延長

単位(mm)

3560

3650

3500

3610

排水管補修図

A1橋台正面図 A2橋台正面図

町道5号線

箕輪町　十沢橋

番号 縮尺排水管補修図 図示

測量会社

調査会社

4

設計会社

箕　輪　町　役　場

株式会社ワイド

2 . 0 % 2 . 0 %1 . 0 % 1 . 0 % 2 . 0 % 2 . 0 %1 . 0 % 1 . 0 %

S = 1 : 1 0 0 S = 1 : 1 0 0

※フレキシブルパイプは既設と同形式を想定し計画しているため、

　現地確認のうえ必要に応じて変更すること。
2-M6x25

止め金具 S = 1 : 1

排水装置補修1

排水装置補修2

排水装置補修3

排水装置補修4

2
1
3
0

1
3
0

5
0
0

5
0
0

5
0
0

5
0
0

5
0
0

2
0
0

5
1
0

1
5
7
0

240

h

240

フレキシブルパイプφ20
止め金具

止め金具

止め金具

止め金具

止め金具

止め金具

403 2519 7053 2519 403

1 2 8 9 6

2
0
0
0

4 0 3 2 5 1 9 7 0 5 3 2 5 1 9 4 0 3

1 2 8 9 6

排水装置補修2
排水装置補修1

排水装置補修3
排水装置補修4

22

t=
0
.5

16

6.5 44 6.5

57

2-φ4

2-3.8×25丸木ネジ

オールプラグ

天
竜

川



30mm×3mm×ひびわれ延長

ひび割れ補修工

1.下地処理
　　コンクリート表面をひび割れに沿って、5cm程度の幅でワイヤーブ
　　ラシ等を用いてひび割れを埋めないように注意しながらケレンし、
　　油脂分、塵埃等を除去する。
2.注入パイプ取付け
　　注入パイプの座金部分にシール材を塗布し、ひび割れの中心に取
　　り付ける。注入パイプの座金を取り付けるとき、シール材でひび割
　　れをふさがないように注意して作業する。
3.シール工
　　コンクリート表面をひび割れに沿ってシールする。
4.注入工
　　シールが完全に硬化したことを確認し、注入パイプを座金に取付
　　ける。注入パイプ内の注入材がなくなったら再度注入し、また注入
　　材がなくなれば注入作業を繰り返す。注入完了時期は、注入パイプ
　　がふくらんだ状態で完了とする。　

(充てん量：43g/本)

低圧注入器（ctc300mm）

S=1:100

A1橋台　正面図 A1橋台　側面図(下流側)A1橋台　側面図(上流側)

A2橋台　正面図 A2橋台　側面図(上流側)A2橋台　側面図(下流側)

A2橋台　橋座平面図

A1橋台　橋座平面図

下部工補修図

町道5号線

箕輪町　十沢橋

番号 縮尺下部工補修図 1:100

測量会社

調査会社

5

設計会社

箕　輪　町　役　場

株式会社ワイド

(ひび割れ補修工)

※ひび割れ補修は0.2mm以上を対象とする。

令和５年度 社会資本整備総合交付金事業　橋梁補修工事

6

エポキシ樹脂系注入材

エポキシ樹脂系シール材

3
0

3

注入深さ

W=0.4mm、L=1700mm W=0.3mm、L=1200mm

W=0.35mm、L=1000mm

W=1.4mm、L=900mm

W=0.2mm、L=500mm W=1.3mm、L=800mm

W=0.3mm、L=800mm

W=0.2mm、L=700mm W=0.2mm、L=600mm

W=1.2mm、L=1700mm

W=0.4mm、L=1000mm



平面図(桁下)

P1A1 P2
A2

至　長岡地区 至　国道153号

S = 1 : 2 0 0

令和５年度 社会資本整備総合交付金事業　橋梁補修工事

6

橋台側面図(中心線) S = 1 : 5 0

床版

横桁

橋台

(1:2.0)

仮設参考図 S=1:100

町道5号線

箕輪町　十沢橋

番号 縮尺仮設参考図 図示

測量会社

調査会社

6

設計会社

箕　輪　町　役　場

株式会社ワイド

A1橋台正面図

A2橋台正面図

2 . 0 % 2 . 0 %1 . 0 % 1 . 0 %

2 . 0 % 2 . 0 %1 . 0 % 1 . 0 %

S = 1 : 1 0 0

S = 1 : 1 0 0

A1橋台　側面図(下流側)A1橋台　側面図(上流側)

A2橋台　側面図(上流側)A2橋台　側面図(下流側)

単管足場1

単管足場2

単管足場5

単管足場6

単管足場3

単管足場4

単管足場7

(1200)(500)

H

単管足場

403 2519 7053 2519 403

1 2 8 9 6

4 0 3 2 5 1 9 7 0 5 3 2 5 1 9 4 0 3

1 2 8 9 6

排水装置補修3
排水装置補修4

2660

1810

8
9
0

2
3
9
0

1970

1080

5
3
0

2
4
0
0

2670

1830

8
7
0

2
3
7
0

H
=
3
6
9
0

H
=
3
5
9
0

H
=
3
5
4
0

H
=
3
6
4
0

1000 1000

1000 1000

単管足場3

単管足場4

単管足場6
単管足場5

単管足場1
単管足場2

単管足場7

天
竜
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